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80 年代後半から 90 年代前半にかけては話し手と聞き手が情報や認識などの観点から










状況を話し手に伝達するという談話管理理論（金水・田窪 1998; Takubo and Kinsui 
1997 等）、話し手が話し手自身の発話情報の受容レベルを聞き手に提示することで対




























表 1 日本語教育のための意味機能説明 
Ne is used at the end of a sentence when the speaker wants/expects the addressee’s 
acceptance of the content of a sentence. The content of a sentence marked with ne 






Yo is used at the end of a sentence when the speaker wants/expects the addressee to 
respond to it with a new sentence which is inferentially related to it. Instead of the 
addressee, the speaker himself/herself could respond to it. The content of a sentence 
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Yone is used at the end of a sentence when the speaker wants/expects the addressee’s 
acceptance of his/her idea that the content of the sentence could be developed further 
with something inferentially related to it. Like ne, the content of a sentence marked 
with yone should be something the addressee possibly knows or would accept readily 




























被験者は筆者が所属大学で 2012 年度前期に担当した日本語学の履修学生 6 名（男 4
名、女 2 名）で、全員日本語母語話者である。被験者には筆者が終助詞に関するデー














































ね: A-1 太郎 そうだね。声がうれしそうだけど、なんか良いことあったの？ 
ね: A-2 花子 ．．．ううん。なんでもない。 
ね: A-3 太郎 なんやねん。 
   
ね: B-1 太郎 うん、そうだね。 
ね: B-2 花子 今、何してるの？ 
ね: B-3 太郎 今、起きたとこだよ。 
ね: B-4 花子 どっか行かない？ 
   
ね: C-1 太郎 そうだね。せっかくだしどこか出かける（?) 
ね: C-2 花子 一緒にショッピング行きたいかな。 
ね: C-3 太郎 じゃあ、準備して行こうか。 
ね: C-4 花子 うん。 
   
ね: D-1 太郎 そうだね。どっか行こうか。 
ね: D-2 花子 おにぎりでも持っていく？ 
ね: D-3 太郎 それ、いいね。犬もつれて行こうよ。 
ね: D-4 花子 準備するから待ってて。すぐそっち行く。 
   
ね: E-1 太郎 そうだね。どっか行く？ 
ね: E-2 花子 うん。なんかあいたいなー、今日何かあんの？ 
ね: E-3 太郎 １時からゼミだけど、ごはんでもいく？ 
ね: E-4 花子 うん！とりあえず駅いこっか。 
   
ね: F-1 太郎 でも、雨ふってるよ？ 
ね: F-2 花子 私、雨が好きだから．．．。 
ね: F-3 太郎 ．．．。 
 
3.5.1.2 同意表明要求としての「ね」 
被験者 A から E までの５名は花子の「ね」文に対して太郎からの同意を続けている
（ね:A-1/C-1/D-1「そうだね。」、ね:B-1「うん、そうだね」）。「ね」に聞き手から発話
内容に対して同意や容認を求める働きがあることは多くの先行研究、そして日本語教
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表 4 「よ」のタスク結果 
よ: A-1 太郎 ほんとだね。どっか行こうか。 
よ: A-2 花子 えっ！？ほんと！？ 
よ: A-3 太郎 うん。 
よ: A-4 花子 やったー！！ 
   
よ: B-1 花子 どっか行こうよ。 
よ: B-2 太郎 いいね～。どこ行く？ 
よ: B-3 花子 京都 
よ: B-4 太郎 暑いからイヤ。 
   
よ: C-1 太郎 そうなの。あ、本当だ。 
よ: C-2 花子 気温も高いらしいからプールでも行く（？） 
よ: C-3 太郎 確かに暑いからそうしようか。 
   
よ: D-1 太郎 ああ、昨日は大雨だったもんなあ。 
よ: D-2 花子 でも暑すぎない？ 
よ: D-3 太郎 うん、俺は昨日ぐらいの涼しさが良かった。 
よ: D-4 花子 同感～。 
   
よ: E-1 太郎 そう？こっちめっちゃくもってる。 
よ: E-2 花子 ほんと？ 
よ: E-3 太郎 あ、雨ふってきたかも。 
よ: E-4 花子 傘もってないの？ 
   
よ: F-1 太郎 
絶好のニート日和だな！こういう日は家こもるに限る。
じゃ、また明日。 
よ: F-2 花子 またね～。 
 
 

























































































































験者 6 名が作り出した会話の流れは以下の通りである。 
 
表 5 「よね」のタスク結果 
よね: A-1 太郎 そだね。何か気持ちがいいね。 
よね: A-2 花子 どこか行かない？ 
よね: A-3 太郎 えー？ 
よね: A-4 花子 行こうよう！！ 
   
よね: B-1 太郎 うん、どうしたのいきなり。（笑） 
よね: B-2 花子 どっか行こうかなと思って。 
よね: B-3 太郎 どこ行くの？ 
よね: B-4 花子 どこがいい？ 
   
よね: C-1 太郎 本当にこんな日は気持ちがいいね。 
よね: C-2 花子 下で子どもたちも楽しそうに遊んでるわ。 
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よね: C-3 太郎 平和だね～。 
   
よね: D-1 太郎 昨日はあんなに曇ってたのになあ。 
よね: D-2 花子 マラソン大会嫌だー。 
よね: D-3 太郎 うん、仕方ないよ。晴れちゃったんだし。 
よね: D-4 花子 雨になれ～。 
   
よね: E-1 太郎 そうか？日でてないよ。 
よね: E-2 花子 まじか、すっごい気持ちいいよ。 
よね: E-3 太郎 せんたくできないなー。 
よね: E-4 花子 どうせめんどくさくてやる気もないしょ。 
   
よね: F-1 太郎 どっか行く？ 
よね: F-2 花子 そっち行くよ。 






が主張した発話内容に対して聞き手から同意を求めるという説明（野田 1993; Makino 
and Tsutsui 1986 等）、または話し手がいまだ確信が持てない発話内容への確認要求を















































































験者 B の回答に見られたものと同じだと言える。 
 
4. まとめと今後の課題 
 本稿では談話完成タスクで得られた被験者 6 名の内省データを基に、Saigo(2011)
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図 5 被験者 E のタスク結果       図 6 被験者 F のタスク結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
